
同志社女子大学大学院　生活科学研究科生活デザイン専攻　修士課程　履修モデル

1.専攻の概要

１）くらしの仕組を主たる研究分野とした学生の場合

　(1)　入学までのプロセス

　(2)　修了後の進路

生活デザイン専攻では、人間をとりまくくらしの歴史や思考などの文化的側面に着目する「くらしの文化」分野と、多様化するくらしにお
ける機構や体系などの機能構造的側面に着目する「くらしの仕組」分野を設置している。両分野を統合することによって、くらしに関する
様々な専門分野、及びこれらの境界領域に関する高度な専門知識と研究能力、デザイン能力及び実践能力を養成する。

本学生活科学部人間生活学科において、ゼミナール科目でユニバーサルデザイン研究室に所属し、人間工学分野におけるユーザビリティ評
価に興味をもった。卒業論文では、人間工学的手法を用いたタッチパネル端末におけるスタイラス操作性の評価に取り組み、その研究をさ
らに深めたいと考え大学院へ進学した。

修了後は、メガネレンズメーカーの脳波計測部門に就職し、脳波計測機器のマーケティング・営業職として従事している。また、大学や研
究機関の専門家と協働し、脳波計測機器を用いた多様な研究課題に関する共同研究にも携わっている。修士論文では、タブレット端末にお
けるスタイラス筆記時の動摩擦が筆記性に及ぼす影響を、人間工学的手法により評価する研究に取り組んだが、研究過程で身につけた手法
と分析スキルを実務において活かしながら、意欲的に業務に取り組んでいる。修士課程で得た、生活者の視点を重視した脳波計測機器を使
用した触覚教材の生理学的評価の経験が、現在の業務にも有益であることを実感している。
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科目名 単位数 科目名 単位数

Ａ類 くらしの文化特殊演習Ｃ 2

くらしの仕組特殊演習Ａ 2

くらしの仕組発展演習 2

Ｂ類 生活デザインと仕組 2 生活デザインと文化 2

居住空間特論 2 食と栄養学特論 2

服飾文化特論 2

プロダクトデザイン特論 2

居住環境特論 2

被服造形特論 2

ユニバーサルデザイン特論 2

地域計画特論 2

生活デザイン特別講義 2 生活デザイン特別研究Ⅰ 2

生活デザイン特別研究Ⅱ 2

単位数 24 8

科目区分
1年次 2年次
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